
【要旨】

静岡県第４次地震被害想定第二次報告に併せ、アクションプログラム

2013を追補する。

減災の数値目標の設定

アクションプログラム２０１３の追補

・対象とする被害想定、目標指標、達成率、達成時期を明記

個別アクションの追加・補正

（１）第４次地震被害想定第二次報告に係る施策分野の対策の追加

や目標数値等の具体化

（２）「減災の数値目標」に寄与する被害軽減対策 ほか

資料３

１



国の地震防災戦略 静岡県の減災目標

アクションプログラム

2006（Ｈ18．６）

東海地震の減災目標として
「今後10年間で死者数及び
経済被害額を半減させる」
【中央防災会議17年３月】

（約9,200人⇒約4,500人）

東海地震で想定される
死者数を10年間で半減

（5,851人⇒約2,954人）

アクションプログラム

2013（Ｈ25．６）

南海トラフ地震被害想定
に基づく地震防災戦略を
策定中

（約323,000人⇒？人）

一人でも多くの県民の命を守る

第４次地震被害想定の
第二次報告等を踏まえ、
減災の数値目標を設定

アクションプログラム

2013（Ｈ25．11予定） 減災の具体的な
数値目標を検討
（内容３Ｐ以降）

減災の数値目標の設定
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・施設高の確保
・施設の質的強化

・避難施設整備

・早期避難徹底

Ｌ２減災目標の検討

105,000人

96,000人

4次想定 ＡＰ2013
10年間

津波

陸域

死者数

Ｌ２：南海トラフ巨大地震 Ｍ９．０ （Ｍ９．１)

・住宅の耐震化

・山地災害対策

・初期消火対策

9,000人

浸水区域を減少

（戸別受信機・ｴﾘｱﾒｰﾙ）

※津波避難困難地区を重点実施

避難場所を確保

避難行動を迅速化

（津波避難ビル・タワー）

対策
効果Ｂ

３

建物被害を減少

山崖崩れを減少

延焼火災を減少

対策
効果Ａ

到達時間を遅延
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